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宿属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

＊きま『）を守り　明るい社会を　きずきます。



昭和54年3月31日現在

人口　41，643世帯数

　　　　　　10，914
！男20，213面積
1女21，430285，94knゴ

♂≧一1

20304050607080100　90

税
　
　
　
金
税

付
税
債
出
与
金
入

交
　
　
　
　
支
譲
出
収

方
　
　
　
庫
方
支
産

地
市
市
国
地
県
財

昭
和
五
十
＝
一
年
度
最
終

予
算
額
は
一
般
会
計
六
十

億
四
百
五
十
七
万
六
千
円

お
よ
び
特
別
会
計
十
五
億

六
千
五
百
三
十
四
万
一
一
千

円
合
わ
せ
て
七
十
五
億
六

千
九
百
九
十
［
万
八
千
円

で
前
年
度
最
終
予
算
額
五

十
九
億
七
千
四
百
四
十
八

万
四
千
円
（
一
般
会
計
四

圖
日

　　　　　　　　　　　　繰越金

　　　　　　　　　　　　諸収入

　　一一司自動車取得税交付金

　　　　　i使用料及び手数料
　　　　　日分担金及び負担金

撒隅鷺轟利用税交付金

1・・、6％　1雛対　1』交付金

予算額

収入済額

収入率

＝
般
会
計

歳
入
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
前
年
〕

　
．
†
算
総
額
六
十
億
四
百
五
十
七
万

六
干
円
で
、
歳
入
の
う
ち
市
税
、
諸

収
入
、
繰
越
金
な
ど
自
主
財
源
が
三

7
七
％
、
地
方
交
付
税
、
国
県
支

出
金
、
市
債
等
の
依
存
財
源
が
六
八

・
三
％
で
あ
り
ま
す
。

　
収
入
率
は
一
〇
〇
・
六
％
で
主
な
も

の
は
、
市
税
．
∵
∵
．
．
一
％
（
．
∵
八
。

七
％
）
地
方
交
付
税
二
九
・
○
％
（
．
．
．

八
％
）
国
県
支
出
金
二
〇
・
七
％
二

八
・
ヒ
％
｝
で
全
体
の
七
二
・
○
％

⑱
⑳
⑨
⑨
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壁へ轟犠犠貌閉糠灘

愚警笹讐鷺壕与1Tl難響騨

　　　　　　　　　　孜榊

　饗騨野

（
八
六
∴
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
一
人
当
り
の
負
揖
し
た
税
金

は
．
万
二
干
三
百
六
十
円
で
、
…
世

帯
十
二
万
三
干
四
百
七
十
二

計

円
で
す
。
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執行率

96．2％支出済額1，269，297千円

99．1％235，350千円

B6．3％7．332千円

購灘
熱畿や蘇

纏麺、

会別特

国民健康保険
1一，319，276千円

下水道事業
237，571千円

簡易水道事業

　　8，495千円

収入率

01，9％
収入済額

1．345．310千円

99．1％235，350千円

97．7％8，302千円

53年度下半期

80　90　10070605040

　白石市「財政状況の公表に関す

る条例」の定めるところによン）、

昭和54年3月31日までの白石市の
財政事情をお知らせします。

3020012345678910
十
七
億
二
千
三
百
四
万
七

千
円
、
特
別
会
計
十
二
億

五
千
百
四
十
三
万
七
千
円

）
と
比
較
し
ま
す
と
十
五

億
九
千
五
百
四
十
三
万
四

千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
ひ

6．004．576（千円）

5，730．123（千円）

954％

予算額

支出済額

執行率

歳
出
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
前
年
〕

　
執
行
率
は
九
五
・
四
％
で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
み
ま
す
と
、

育
費
一
四
・
二
％
（
一
二
・

民
生
費
一
六
・
五
％
〔
一
八
・

総
務
費
一
六
・
九
％
（
一
六
・

土
木
費
皿
五
二
％
（
一
四
・

で
全
体
の
六
二
・
七
％
（
七
〇

％
）
を
し
め
て
い
ま
す
。

教

三
％
）

六
％
）

八
％
）

八
％
）

　
・
三

　
市
民
一
人
に
還
元
さ
れ
た
お
金
は

十
三
万
七
千
六
百
一
円
で
一
世
帯
五

十
二
万
五
干
二
十
五
円
で
す
。

　
五
十
三
年
度
の
お
も
な
事
業
を
あ

げ
て
み
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
（
カ

ッ
コ
内
は
事
業
費
…
単
位
千
円
）

　
総
務
費
　
▽
交
通
安
全
対
策
事
業

蕩
瀬

ヂ
な醸

千万円）

　　　土木費

　　　総務費

　　　民生費

　　　教育費

　　　衛生費

農林水産業費

　　　商工費

　　　公債費

　　　消防費

　災害復1日費

　　　議会費

　　　労働費

　　　予備費

途サ、扁繊

肇

（
五
、
九
五
〇
）

　
衛
生
費
　
▽
健
康
セ
ン
タ
ー
建
設

費、

（
二
八
几
・
一
一
五
）

　
農
林
水
産
費
　
▽
林
道
開
設
費
（
二

七
・
二
〇
〇
）
　
▽
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
費
（
三
五
・
七
七
二
）

　
商
工
費
　
▽
白
石
ス
キ
ー
場
無
料

休
憩
所
新
設
工
事
、
小
原
、
鎌
先
温

泉
遊
歩
道
改
良
工
事
〔
二
五
・
一
六

〇
）
▽
地
方
卸
売
市
場
建
設
費
（
二

二
一
二
四
五
）

　
土
木
費
　
▽
道
路
維
持
費
（
一
五
・

六
六
九
〉
▽
道
路
新
設
改
良
費
（
一

五
〇
・

事
業
費
（
一
三
六
・
九
〇
九
）

　
消
防
費
　
▽
消
防
施
設
費
（
七
・

〇
九
〇
）

　
教
育
費
　
▽
福
岡
小
学
校
屋
内
運

動
場
新
造
改
築
工
事
、
小
原
小
学
校

プ
ー
ル
新
設
工
事
（
八
○
・
一
〇
三
）

▽
越
河
公
民
館
建
設
費
（
七
〇
．
一

〇
〇
）

費＿四〉費一地遭新費
　一九▽　四方改設
▽三四道▽五卸良工▽
消六）路道）売工事白
1；方　　・　▽　辛斤　星各　　　　“了　事　　　　石

施九公設維　場＿小ス
設○営改持　建二厘キ
費九住良費　設五　 1
＿）宅費二　費・鎌場
ヤ嚢二季三宍蕪

市有財産の状況（昭和54年3月31日現在

議

市民の市税負担と借金（起債）
　　　　及び市民への還元額

　　　　　　　93，290mZ

基金　その他の権利

　　　　　　422，962千円

土地

　　　　　　407，102mコ

車両

　　　　　　　　　68台

赴
、

　
館

産、

羅
、
、
、
藩
岡

箪

1世帯力哨負

っている市の

儀
80，277円

1世帯に使われた

　市のお金

　525．025円

世帯が負担し

搬
123，472円

世帯数10、914世帯

人力借負って

・る市の借金

21．039円1

人に使われ

市のお金

137．601円

人が負担し

搬
32、360円

人口　41，643人
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町
ぐ
る
み
青
少
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
行
か
ら
ま
も
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

　
近
年
青
少
年
の
非
行
は
急
激
に
増

加
し
て
お
り
、
低
年
齢
化
、
遊
び
型
化

す
る
と
と
も
に
、
悪
質
化
、
多
様
化

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
昨
年
（
］
月
～

十
二
月
）
は
前
年
に
比
べ
て
、
青
少

年
の
非
行
は
二
倍
半
に
達
し
、
憂
慮

す
べ
き
事
態
に
あ
り
ま
す
。

　
七
月
下
旬
か
ら
学
校
ば
夏
休
み
に

入
り
　
こ
の
期
間
は
非
行
の
多
発
期

問
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
学
校
と
も

そ
の
生
活
指
導
に
万
全
の
策
を
講
じ

休
み
に
入
り
ま
す
が
、
家
庭
、
学
校

地
域
杜
会
、
職
場
が
一
体
と
な
り
、

町
ぐ
る
み
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
健
全
育
成
の
地

域
づ
く
り
を
強
力
に
す
す
め
た
い
も

の
で
す
。

　
青
少
年
の
非
行
は
、
ひ
と
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
防
止
す
る

た
め

　
▽
家
庭
で
は
、

を
。

あ
た
た
か
い
対
話

　
▽
地
域
社
会
で
は
、
明
る
い
あ
い

さ
つ
と
よ
い
環
境
づ
く
り
を

　
▽
職
場
で
は
、
あ
た
た
か
い
配
慮

と
指
導
を

　
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

私
達
］
人
一
人
が
家
庭
で
、
学
校
で

職
場
で
、
地
域
社
会
で
、
こ
の
状
況

を
克
服
す
る
道
を
見
出
し
、
明
る
い

社
会
を
築
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

昭和53年中の
　　白石警察署少年補導状況

減増

比較
（％〉人員

昭和

52年

昭和

53年

993

80

（28

＋37

3
　
4
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31

83
刑法者巳

75＋6814牛寺別法犯

130＋343263606
道路交通

法違反

300）

215

（60）

＋355

20）

165

80）

520

鴨く・　犯

不良行為

383）

154

（88）

＋741

23）

482

111）

！．223

数総

（）内は内数で女子を示す。

　お知らせ

地区青少年健全育成会推進大会

●7日7月（土）2：00～4：00　福岡地区

●7月8日（日）2：00～4：00　白川地区

●7月16月仕）2：40～4：30　深谷地区

（会場は何れも地区公民館）

防犯は地域ぐるみで

新町防犯実働隊

　
市
内
に
は
三
十
三
の
防
犯
協
会
が

あ
り
ま
す
が
そ
の
な
か
で
め
ざ
ま
し

い
活
動
を
続
け
て
い
る
新
町
防
犯
実

働
隊
（
隊
長
松
野
正
二
さ
ん
、
隊
員

十
名
）
の
活
動
状
況
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。奮

～
瓢
、

藤議
黙
．

鑑痴徽

島

p

嚢
み
’
、

輪

噺

　
新
町
防
犯
実
働
隊
の
結
成
は
昭
和

三
十
五
年
で
市
内
で
は
一
番
古
く
、

現
在
ま
で
宮
城
県
警
本
部
長
賞
受
賞

ま
た
先
月
に
は
東
北
管
区
警
察
局
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
非
行
防
止
、
盗
難

防
止
を
重
点
目
標
に
巡
回
夜
警
、
各

種
行
事
の
と
き
の
交
通
整
理
、
水
難

救
助
講
習
会
受
講
及
び
伝
達
演
習
会

未
成
年
者
の
非
行
防
止
と
題
し
た
講

演
会
の
開
催
、
年
末
特
別
警
戒
期
間

中
の
巡
回
夜
警
、
火
災
夜
警
、
白
石

川
堤
防
の
大
掃
除
の
実
施
な
ど
で
す
。

　
防
犯
は
地
域
ぐ
る
み
で
防
止
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▽
勇
気
を
も
っ
て
「
愛
の
一
声
」
を

　
次
の
よ
う
な
少
年
を
見
か
け
た
ら

や
さ
し
く
「
ひ
と
声
」
を
か
け
て
指

導
し
ま
し
ょ
う
。

○
盛
り
場
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
少
年

○
酒
を
飲
ん
だ
り
、
タ
バ
コ
を
吸
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
パ
チ
ン
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
夜
遊
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
本
屋
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
か
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
本
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
読
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
少
年

　
　
　
潔
，
　
　
　
　
○
家
出
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
る
少
年
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灘
欝

　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
難

　
　
　
糠

　
　
　
　
　
灘
孫
薫

　
　
　
　
　
懸
蟹
蟹

　
　
　
　
　
潔
潔
瀞

　
　
　
　
　
懸
懸
蟹

　
　
　
　
　
凝
潔
聴

　
　
　
禽
欝

　
食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
食
中
毒
は
一
年
中
起
っ
て

お
り
ま
す
が
、
多
い
の
は
や
は
り
暑

い
夏
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
県
内
の

過
去
五
力
年
で
は
、
七
～
九
月
の
三

カ
月
問
で
全
体
の
発
生
の
八
十
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

　
暑
い
時
期
に
食
中
毒
が
集
中
し
て

発
生
す
る
の
は
、
高
温
多
湿
で
細
菌

が
ふ
え
る
の
に
都
合
の
よ
い
条
件
が

そ
ろ
う
か
ら
で
す
。

　
私
達
は
、
魚
貝
を
好
ん
で
食
べ
ま

す
が
、
近
海
で
夏
に
と
れ
た
魚
に
は

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
と
い
う
細
菌
が
つ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
菌
に
よ
っ
て
最
も
多
く

中
毒
を
起
し
ま
す
か
ら
取
扱
い
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　食中毒を防ぐ3原則
　　　一糠郵麗碑繭魎鵬回置P動a恥亜購隠皿璽噂＿唖晦

買
だ
生
道
マ

◎
　
◎
　
◎

m
び
却

加
及
冷

　
a■

◎冷蔵庫を過信しないように。
　てぎし　　でぼあのニどゆ

◎加熱できる食品は十分に熱を

　通しましょう。

菌

土
地
売
買
は

地
価
公
示
・
地
価
調
査
で

　
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
、
正
常
な

価
格
を
お
知
ら
せ
し
、
地
価
の
目
安

と
し
て
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
地
価
公
示
（
国
の
調

査
）
　
地
価
調
査
（
県
の
調
査
）
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
の
正
常
な
価
格
の
外
、
前
面

道
路
や
生
活
環
境
施
設
の
状
況
、
法

令
に
基
づ
く
制
限
で
主
要
な
も
の
等

を
記
載
し
た
書
面
は
、
市
役
所
に
備

地価公示（国の脚査〕

105

▽／胤
545352515049

え
ら
れ
て
誰
で
も
閲
覧
す
る
事
が
で

き
ま
す
の
で
土
地
売
買
の
目
安
と
し

て
活
用
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
最
近
の
地
価
動
向
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
役
所
秘
書
企
画
課

土
地
対
策
係
（
五
～
二
一
一
一
内
線

三
二
七
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

　　　　　地価調査（県の訓査）

　　49　　　50　　　5『　　　52　　　53

　　　9　　7　　　7　　7　　7

　　　1　　1　　　！　　1　　1

（5主）49年を100とした

訂
正
六
月
一
日
付
け
広
報
し
ろ
い
し
の

「
新
議
員
紹
介
」
の
記
事
欄
中
、
斎
彦
一
氏

の
当
選
回
数
「
六
回
」
と
あ
る
の
は
「
七
回
」

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
宮
城

県
沖
地
震
か
ら
一
年
。

　
六
月
十
二
日
を
「
防
災
の
日
」
と

し
て
各
小
・
中
学
校
を
中
心
に
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
石
第
一
小
学
校
で
は
宮
城
県
沖

地
震
以
来
の
地
震
が
大
．
平
洋
沿
岸
近

く
に
発
生
、
そ
れ
に
よ
り
第
二
次
災

害
と
し
て
、
火
災
の
発
生
お
そ
れ
あ

り
と
い
う
想
定
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
と
と
も
に
、
窓
、
出
入

口
を
あ
け
、
机
の
下
に
身
を
寄
せ
。

火
災
発
生
の
お
そ
れ
あ
り
と
い
う
合

図
で
教
科
書
、
座
布
団
等
を
頭
に
の

せ
避
難
場
所
に
待
避
し
ま
し
た
。

　
ま
た
避
難
途
中
二
名
が
屋
上
に
避

難
し
た
ら
し
い
の
で
救
出
し
て
ほ
し

い
と
の
連
絡
で
消
防
署
よ
り
救
急
車

及
び
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
が
出
動
、
救
出

救
護
訓
練
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

瀦

謹
鍛

　
　
　
　
　
欝

’
磁
“

慧
懸罎

爬

　瀕

轟

Ψ
、
r

奪羅　
　
、
　
誕
　
　
　
　
’
呼
籔

　
　
　
　
　
　
．
蜜
‘

臨
　
、
轟
　

｝
憂
艶

　
　
　
　
　
　
　
薄
、

　
　
　
・
巽

麗

謡

ガ
．

」
．

．瀦

まず安全なところへ
葵

．

1墾
、
ず
、

聾　　写・　螺

贈・
　　　　無

璽・

畷救
　　　＿　出

劉

み

6

カ・

［
♪

遮

、
マ呂

公
”

　　肇
垂繍

鳳
．

鞭

轟

罫
鍵

や

鐵蕊

レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
の
活
躍

％漏

冨’

．
　
・
欝

　
　
　
　
　
鐘

墜解
、

縛器鞍　擁・　欝糞

講灘弛墾
ー
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市
長
日
誌

五
月
二
十
二
日

宮
城
県
温
泉
協
会
役
貝
会
及
び
宮
城

県
物
産
振
興
協
会
理
事
会
出
席

五
月
二
十
三
日

宮
城
県
畜
産
物
価
安
定
協
会
総
会

五
月
二
十
四
日

大
鷹
沢
財
産
区
議
会
開
会

越
河
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
総
会
に
出

席
盛
会
を
極
め
た
。

五
月
二
十
六
日

越
河
地
区
水
枯
れ
問
題
に
つ
い
て
現

地
打
合
せ
を
行
う
。

五
月
二
十
七
日

白
石
市
民
吹
奏
楽
団
第
二
回
定
期
演

奏
会
に
出
席
若
人
の
意
気
あ
が
る
。

⑧
鈴
木
孝

五
月
二
十
八
日

仙
南
た
ば
こ
耕
作
組
合
総
会

白
石
市
総
合
計
画
審
議
会

郎

五
月
二
十
九
日

刈
田
病
院
議
会
開
会

五
月
三
十
日

宮
城
県
農
業
基
金
協
会
総
会

六
月
一
日

日
本
下
水
道
協
会
宮
城
県
支
部
総
会

六
月
四
日

白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会

六
月
六
日

交
通
死
亡
事
故
防
止
市
民
大
会
が
市

民
会
館
で
行
な
わ
れ
る
。

六
月
八
日

刈
田
養
蚕
協
力
会
総
会

六
月
九
日

白
石
文
化
協
会
総
会
、

に
感
謝
す
る
。

六
月
十
三
日

宮
城
県
草
地
協
会
総
会

六
月
十
五
日

多
彩
な
行
事

六
月
定
例
議
会
始
ま
る
。
会
期
二
十

三
日
ま
で
。

昂き

嘗
考
あ
墾
煎
⑮
菅

昔
の
農
家
の
ラ
ン
プ

　
白
石
町
に
初
め
て
電
燈
が
つ
い
た

の
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
九
日

で
、
白
石
周
辺
の
村
で
は
、
そ
れ
か

ら
十
何
年
か
た
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

電
燈
の
前
は
、
ど
こ
の
家
で
も
石
油

ラ
ン
プ
を
使
っ
た
。
町
場
で
も
農
山

村
で
も
、
子
供
た
ち
が
学
校
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
、
日
課
の
よ
う
に
し
て

指
先
に
ボ
ロ
キ
レ
を
つ
け
、
ホ
ヤ
に

手
を
差
し
込
ん
で
グ
ル
グ
ル
回
し
て

ラ
ン
プ
み
が
き
を
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
地
方
の
農
家
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
家
で
持
っ
て
い
た
不
動
産
（
田

や
畑
や
山
林
）
の
面
積
に
似
合
っ
た

ラ
ン
プ
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
丸
芯
ラ
ン
プ
。
こ
れ
は
芯

の
幅
が
一
寸
で
、
芯
の
丸
く
な
っ
て

い
る
ラ
ン
プ
で
あ
る
。
昔
、
肝
入
（

庄
屋
、
名
主
）
を
や
っ
た
家
と
か
、

山
林
の
ほ
か
に
田
畑
を
何
町
歩
、
何

十
町
歩
と
持
っ
て
い
る
家
と
か
、
つ

ま
り
、
部
落
の
最
高
級
の
家
柄
で
、

一
軒
と
か
、
二
軒
し
か
な
か
っ
た
。

御
祝
儀
や
不
祝
儀
、
ま
た
は
部
落
の

寄
り
合
い
な
ど
が
あ
る
と
、
　
「
旦
那

さ
ん
、
ど
う
が
、
ま
る
す
ん
（
丸
芯

）
ラ
ン
プ
を
貸
す
て
く
な
え
（
下
さ

い
）
」
と
い
っ
て
借
り
て
き
て
、
使

野
新

っ
た
あ
と
で
、
手
拭
一
本
持
参
で
お

礼
に
行
っ
た
。

　
五
分
芯
ラ
ン
プ
は
芯
の
幅
が
五
分

で
、
丸
芯
ラ
ン
プ
を
持
っ
て
い
る
家

と
、
部
落
の
上
流
農
家
で
使
っ
た
も

の
。
耕
地
面
積
の
少
な
い
こ
の
山
間

地
方
で
は
、
田
畑
を
合
わ
せ
て
一
町

歩
か
一
町
五
、
六
反
歩
ぐ
ら
い
あ
る

と
上
流
農
家
で
、
部
落
全
体
の
約
三

割
が
五
分
芯
ラ
ン
プ
級
で
あ
っ
た
。

　
芯
の
幅
が
三
分
だ
と
、
三
分
芯
ラ

ン
プ
。
こ
の
ラ
ン
プ
は
田
畑
七
、
八

反
歩
の
普
通
農
家
で
、
こ
の
級
の
農

家
は
約
六
割
だ
っ
た
か
ら
、
部
落
の

中
産
階
級
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
豆
芯
ラ
ン
プ
と
な
る
と
、
芯
が
真

だ
　
ひ
も

田
紐
ぐ
ら
い
で
、
手
ラ
ン
プ
と
も
い

い
、
台
の
上
に
お
く
こ
と
も
．
で
き
た

し
、
持
ち
運
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。
こ

の
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
の
は
、
ど
の
部

落
で
も
最
低
の
生
活
を
し
て
い
た
農

家
で
、
二
、
三
反
歩
の
田
畑
し
か
持

っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
ど

う
し
て
も
食
っ
て
ゆ
け
な
い
の
で
、

住
み
込
み
手
間
取
り
や
日
手
間
取
り

な
ど
を
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ラ
ン
プ
時
代

の
農
家
で
は
、
田
畑
や
山
林
の
所
有

面
積
に
よ
っ
て
ラ
ン
プ
の
芯
の
幅
が

違
っ
て
い
た
が
、
ど
こ
で
も
ラ
ン
プ

を
二
つ
か
三
つ
付
け
て
い
た
。
ま
た

大
抵
の
農
家
に
は
台
所
（
土
間
を
合

わ
せ
て
十
二
畳
敷
き
ぐ
ら
い
）
、
中

の
間
（
お
か
み
と
も
い
い
、
十
畳
敷

き
）
と
、
中
の
間
の
か
げ
の
料
理
の

間
（
り
ょ
ん
の
間
と
も
、
よ
ん
ぎ
ょ

の
問
と
も
い
い
、
六
畳
敷
き
）
と
、

上
段
の
か
げ
に
納
戸
（
六
畳
敷
き
）

と
が
あ
る
。
こ
の
納
戸
は
若
夫
婦
の

寝
起
き
す
る
部
屋
で
、
昔
は
嫁
に
逃

げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
三
方
を
壁
に
し

外
に
面
す
る
壁
に
肩
の
高
さ
の
小
さ

な
窓
を
付
け
た
。
戸
が
板
戸
に
な
っ

た
の
は
明
治
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
取
り
で
二

つ
か
三
つ
の
ラ
ン
プ
だ
っ
た
の
で
、

今
か
ら
考
え
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
暗
い

と
こ
ろ
で
ワ
ラ
ジ
を
作
り
、
ム
シ
ロ

や
タ
ワ
ラ
を
編
み
、
縫
い
物
な
ど
を

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
ラ
ン
プ
に

ど
れ
く
ら
い
の
石
油
を
使
っ
た
か
と

い
う
と
、
五
分
芯
で
一
年
間
に
二
斗
、

三
分
芯
で
一
斗
二
升
、
豆
芯
で
五
升

ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
ま
た
、
一
年
の
う

ち
で
石
油
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
の
は

は
る
こ

春
蚕
、
秋
蚕
、
晩
秋
蚕
な
ど
の
養
蚕

ど
き
で
、
明
治
の
終
り
ご
ろ
か
ら
大

正
の
初
め
に
か
け
て
石
油
一
斗
か
ん

が
一
円
二
十
銭
か
ら
一
円
三
十
銭
ぐ

ら
い
、
米
一
升
が
十
銭
か
ら
十
二
、

日

生
活
の
知
恵

黒
沢
や
す

ア
イ
コ
織

　
ア
イ
コ
織
と
い
う
の
は
、
ア
イ
コ

（
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
）
と
い
う
、
山

野
に
自
生
し
て
い
る
植
物
の
繊
維
で

織
っ
た
織
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

草
は
春
五
月
ご
ろ
、
長
さ
一
尺
（
三

十
㎝
）
ぐ
ら
い
に
の
び
て
、
根
元
が

赤
い
。
こ
れ
を
と
っ
て
き
て
、
ゆ
で

て
、
お
ひ
た
し
や
胡
麻
あ
え
な
ど
に

し
て
食
べ
る
と
な
か
な
か
う
ま
い
。

　
十
月
の
な
か
ご
ろ
、
ち
ょ
う
ど
、

山
間
に
初
霜
の
降
り
る
こ
ろ
に
刈
っ

て
き
て
皮
を
は
ぎ
、
十
日
か
ら
十
五

日
ぐ
ら
い
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

オ
オ
ギ
ヨ
シ
を
麻
糸
で
編
ん
で
つ
く

っ
た
費
の
上
に
張
り
、
川
や
池
に
浸

し
て
か
ら
引
き
上
げ
て
二
本
の
竹
の

　
　
　
　
た
た

棒
で
よ
く
叩
き
、
ま
た
水
に
浸
す
と
、

か
す
が
流
れ
て
柔
ら
か
な
綿
の
部
分

が
簑
の
上
に
の
こ
る
。

　
そ
れ
を
天
日
に
当
て
て
、
カ
ラ
カ

ラ
に
干
す
。
こ
の
綿
を
、
そ
の
ま
ま

ざ
　
ぶ
と
ん

座
蒲
団
の
綿
代
り
に
入
れ
る
と
、
ふ

わ
ふ
わ
し
て
、
と
て
も
、
こ
こ
ろ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

い
。
ま
た
、
綿
と
同
じ
よ
う
に
績
ん

で
、
よ
り
を
か
け
て
織
り
上
げ
、
帷

ひ
ら立

な
ど
に
仕
立
て
る
と
、
冷
え
冷
と

し
て
、
な
か
な
か
上
品
な
、
着
心
地

の
よ
い
着
物
に
な
っ
た
。
七
ケ
宿
の

横
川
や
、
湯
の
原
な
ど
で
は
、
大
正

の
終
り
ご
ろ
ま
で
、
こ
の
ア
イ
コ
織

を
着
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
。

　
ア
イ
コ
織
の
ほ
か
に
、
こ
の
地
方

の
山
村
農
家
で
は
ア
オ
ソ
（
ア
ヲ
カ

ラ
ム
シ
）
の
繊
維
で
織
っ
た
着
物
を

着
た
。
今
で
も
横
川
に
は
、
昔
、
ア

オ
ソ
を
植
え
た
と
い
う
畑
が
残
っ
て

い
る
。

三
銭
、
麦
は
五
、
六
銭
、
一
日
の
百

姓
手
間
は
三
十
銭
か
ら
三
十
五
、
六

銭
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
も
米
の
値

段
の
三
倍
以
上
の
百
姓
手
間
を
出
し

て
は
、
農
家
の
経
済
は
成
り
立
た
な

い
と
さ
れ
て
い
た
。
丸
芯
ラ
ン
プ
級

の
大
家
は
別
と
し
て
、
ほ
か
の
ラ
ン

プ
の
農
家
は
、
長
い
間
、
高
い
年
貢

を
地
主
に
納
め
さ
せ
ら
れ
、
ろ
く
な

物
も
食
え
ず
、
仕
事
着
に
す
る
木
綿

さ
え
も
十
分
に
買
え
ず
、
現
在
で
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
み
じ

め
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

宿
　
属

立
　
茜

歌

壇

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
V

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

山
峡
の
畔
に
憩
へ
ば
谷
間
よ
り
し
き
り
に
鳴
き
つ
ぐ

う
ぐ
ひ
す
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

近
づ
き
し
八
十
八
夜
の
店
頭
に
新
茶
の
文
字
は
さ
わ

や
か
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

春
の
街
ゆ
く
に
舗
装
の
す
き
間
よ
り
生
命
た
く
ま
し

く
タ
ン
ポ
ポ
咲
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
静
枝

祭
日
に
招
く
人
な
く
赤
飯
を
炊
き
つ
つ
母
の
在
り
し

日
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

す
れ
違
ひ
し
ダ
ン
プ
の
窓
に
マ
ス
コ
ッ
ト
の
人
形
の

手
が
ゆ
れ
て
い
た
り
き
　
　
　
　
　
山
吹
　
さ
く

股

兵
　
三
　
選

と
よ
む
ほ
ど
に
鳴
く
う
ぐ
ひ
す
の
声
の
し
て
く
ぬ
ぎ

林
は
ひ
そ
け
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
可
次

肌
寒
き
朝
の
庭
に
う
ぐ
ひ
す
の
さ
や
か
に
透
き
て
部

屋
に
聞
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
馬
　
き
よ

亡
き
母
の
作
り
し
草
餅
偲
び
つ
つ
萌
え
出
し
よ
も
ぎ

に
手
を
ふ
れ
て
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
津
代

唐
が
ら
し
時
折
り
売
り
に
来
る
人
の
か
が
み
て
草
取

る
わ
れ
に
声
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
敏
子

細
細
と
降
る
春
雨
に
濡
れ
な
が
ら
杏
と
連
翅
花
咲
き

急
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
榊
原
こ
ず
ゑ

俳

壇

鈴
木
貞
一
一
欝

　
工
入
に
似
た
る
こ
け
し
や
柿
若
葉
　
大
庭
　
良
子

（
評
）
こ
け
し
の
里
の
柿
の
若
葉
が
、
こ
と
に
き
れ
い

　
　
な
頃
、
こ
け
し
屋
を
訪
ね
て
、
ふ
と
、
素
朴
な

　
　
こ
け
し
が
、
工
人
に
似
て
い
る
の
に
気
づ
い
た

　
　
作
者
の
感
じ
で
あ
る
。

山
吹
の
谷
に
小
さ
き
瀬
音
あ
り

山
吹
や
清
水
浴
る
る
峠
茶
屋

朝
涼
し
し
じ
ま
を
書
道
丹
念
に

新
緑
に
う
も
れ
傾
き
萱
の
屋
根

砂
を
掘
る
子
ら
よ
輝
く
柿
若
葉

い
づ
こ
よ
り
流
れ
と
び
き
し
桜
ち
る

水
桶
に
水
が
一
ぱ
い
落
花
浮
き

早
苗
に
は
手
を
ふ
れ
ず
し
て
機
械
植
え

春
寒
や
妻
の
病
床
訪
ふ
こ
と
も

村
は
ま
だ
雪
山
擁
し
杏
咲
く

案

大
庭
　
良
子

三
浦
　
愛
嶺

八
巻
沙
記
子

山
吹
　
さ
く

鈴
木
　
民
子

高
橋
千
代
子

阿
部
み
さ
子

　
村
上
静
枝

三
橋
　
扇
狂

選
者
吟

一一縄
9



i県道白石丸森線道路通行一部変更i

新白石駅前土地区面整理事業に

伴ない雁狩橋の架替をいたします。

　この工事に伴い現在の道路を

一部付替えいたしますので市民の

皆様のご協力をお願いいたします。

［＞道路変更期間　昭和54年7月～

昭和55年3月

　その他道路変更についての問合

せは市役所都市計面課（留5～

　2111内線231）へ

之→

単　＼

雁
狩
橋

現遭路

嵐．

　　　ドドロドロドドラロドしロドドロロロドロしロロドロロドコロドドロドロドじロロコロロド　りしドココドロドロドロ

　　　i第2回全市一斉消毒i
伝染病予防と衛生害虫駆除のため全市一斉消毒を下記日程によ1）行い

ます。

日程

通行止部分

i身体障害者有料道路i
i通行料金の優遇措置1

月日

7．8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

22

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

日

地区名

白石

越河

．斎川

大平

大鷹沢

小原

福岡

白　石

福岡

〃

白川

実　　施　　区　　別

南町、田町、本町、中町、長町、亘理町、新町
短ケ町、西益岡、中益岡、東益岡

全 区

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大網、芹沢、八宮

清水小路、寿町、柳町、本郷1、本郷2、本郷3、本
郷4、鷹ノ巣、郡山、上郡山、深谷東区、北区

南区、西区上、西区下、山根、下原、山ノ下

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

全　区、福岡尾ベラ、滝下、長袋、沖、小下倉

注意事項

（1）火気ある所では使用しないこと。

（2）食器　飼料　おもちゃ等に直接かけないこと。

（3）消毒に従事される方は必ず「マスク」を用いること・

（4）作業終了後は、石けん水で顔、手、足を良く洗うこと。

41■

身体障害者に対する有料道路通

行料金が割引きされます。

〉割引きを受けられる対象者

　身体障害者手帳の交付を受けて

　いる下肢又は体幹不自由者～手

　帳6級まで

〉自動車の範囲

　下肢又は体幹不自由者が自ら運

　転する乗用自動車及び貨物自動

　車（ライトバン等〉で本人又は

　生計同一者が所有するもの、但

　し営業用は除く。

〉割引率　50％以内

〉優遇措置の実施される道路

　（1旧本道路公団関係

　東北自動車道、蔵王エコーラ

　　イン

　（2）宮城県企業局関係

　牡鹿コバルトライン
　（3）宮城道路公社関係

　牧山有料道路、日和大橋有料

　道路。
〉割引証申請手続

　白石市社会福祉事務所、福祉係

　が窓口になります。身体障害者

　手帳、運転免許証、車検証、代

　理人の場合は代理人であること

　の証明書を持参してください。

くわしくは白石市健康センター内

社会福祉事務所（岱5～2111
内線139）へお問い合せくださ

いD

罪独

斎藤桂子（越河）

味
自
慢

　
茄
子
の
肉
詰
め
生
姜
あ
ん
か
け

　
材
料
四
人
分
　
茄
子
四
個
、
④
豚

ひ
き
肉
百
六
十
9
、
片
栗
粉
、
玉
葱

み
じ
ん
切
り
大
さ
じ
二
杯
、
生
姜
小

さ
じ
渥
杯
、
た
ま
ご
％
杯
、
パ
ン
粉

％
カ
ッ
プ
、
③
圭
玄
あ
ん
、
生
姜
二

片
、
油
小
さ
じ
二
杯
、
ス
ー
プ
一
ヵ

ッ
プ
、
片
栗
粉
小
さ
じ
二
杯
、
塩
、

し
ょ
う
油
、
ご
ま
油
少
々
、
揚
げ
油

パ
セ
リ

作
り
方
　
　
　
　
　
、

①
茄
子
は
へ
た
を
と
り
縦
二
つ
割
り

に
皮
を
縞
目
に
切
り
、
内
部
を
浅
く

く
り
抜
く
、
水
に
放
し
て
あ
く
抜
き

し
、
水
け
を
と
る
。
ひ
き
肉
、
玉
ね

ぎ
、
お
ろ
し
生
姜
、
卵
％
個
を
よ
く

混
ぜ
合
せ
て
お
く
。

②
茄
子
の
内
側
に
片
栗
粉
を
ふ
り
、

ひ
き
肉
を
つ
め
る
。
残
り
の
卵
を
上

に
塗
り
、
パ
ン
粉
を
つ
け
、
中
温
の

油
で
揚
げ
る
。

③
揚
っ
た
も
の
を
皿
に
盛
り
つ
け
生

姜
あ
ん
か
け
、
パ
セ
リ
を
飾
る
。

消費生活モニター
小売価格調査結果

　　　　　　　　　　　調査年月日S．54，6．1．現了且

品　名

砂　　糖

しょう油

天ぷら油

小麦粉

食パ　ン

バ　タ

即席ラーメン

マーガリン

カレーライス

かけうどん

理髪料

パーマネント代

プロパンガス

灯　　油

規格・銘柄

上白　　1kg

本醸造上級濃口
22（瓶代含み〉

1650g（1．8尼）

薄力粉一等級

　lkg
並食　　一斤

雪印カルトン入

　2259

中華めん
JAS　100g

ソフト225g

並 皿

杯

小学生調髪
（洗髪を含む）一回

コールド（ンヨートカノト

及ぴセソト諄む）一回

5　mユ

18取配達料含む1

最高

250

500

550

175

140

370

6G

245

380

220

1，000

5，000

1，760

900

最低

245

380

480

120

110

330

55

195

330

200

900

4，000

1，569

612

平均

249

448．5

511．4

162．8

121，4

351，1

57，8

211，8

352．0

203．3

985，7

4，416，6

1，683．7

808．8

対前月
価格比

㊤円
　0

∩
－

7，9

0

0

0

0

9．1

0

D

0

△33．4

2，9

165，4

㊤％

1．5

4．5

△0，7

0，2

25，7

前年同月
価格対比

　円
242，1

425，7

518，5

161

121，4

340

55，4

207，0

326，0

188，3

928．5

4，483、3

1，727．0

703．5

％
3

105

99

101

100

103

104

102

108

108

106

99

97

115

定　例　相　談
相　談　区　分

人権擁護相談

行　政　相　談

生　活　相　談

社会保険相談

高齢者職業紹介

税　務　相　談

消費生活相談

補聴器巡回
カ　ー　 ビ　ス

相　談　日

5

5

5　16・25

23

3　17
16

毎週水木金

5
26

時 間

10：00～12；00

10：00～12：00

10：・00～12：00

9　：30～15　：00

10：00～14：00

10：00～16：00

9：00～16：00

13：00～15　：00

13：00－14：00

場　所

市役所

〃

〃

〃

〃

〃

〃

市民会館

市役所
※7月5日の補聴器巡回サービスにおいて、身体手帳お持ちの方は

印かんも合わせてご持参下さい

　
複
雑
な
社
会
機
構
の
中
で
私
達
の
　
ま
す
か
ら
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

ま
わ
り
に
は
色
々
な
困
り
ご
と
心
配
　
相
談
内
容
は
秘
密
に
さ
れ
ま
す
。

ご
と
が
沢
山
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
▽
日
時
　
七
月
五
日
　
十
時
か
ら
十

　
例
え
ば
公
害
と
か
道
路
、
家
族
の
　
　
四
時
ま
で

不
和
や
遺
産
相
続
、
農
地
更
に
は
食
　
▽
場
所
　
越
河
公
民
館

品
衣
料
に
関
す
る
よ
う
な
問
題
で
お
　
▽
内
容
　
人
権
擁
護
相
談
、
行
政
相

困
り
の
方
、
心
配
な
方
の
相
談
に
応
　
　
談
、
生
活
相
談
、
消
費
生
活
相
談

ず
る
た
め
移
動
相
談
所
を
開
設
致
し

、

繊
動
権
談
薩
聡
設
、

10
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急
亭
夢

叛
夢
毒
・

渉
、
，鑓儀

遷
夢
寮
蟹
、

軽
春

．
諮
ぐ
κ
範
済

麟瓢ザ
．
．
”
衝
争
壷

　
惚
　
謬

．
齢

　　　　保　　　健

お　成人病検診
し　高水準の検査機能を備えた巡回

ら検診車「やすらぎ号」による成人

せ病検診を実施いたします・

板あなたの健康管理のため受診さ

　れますようおすすめいたします。

　〉対象者　40歳以上の市民

　（老人健康診査も同時に行います）

　〉検査種目　血圧　尿　その他必

　　要に応じて心電図　眼底　血液

お
し
ら
せ
板

検査も行います。

日　程

月　　日

7月9口

7目1q日

7月1611

7月20Ll

7月Z3日

7月27目

曜

月

火

月

金

月

対象地区

西1・西ド、
東、一南、北

白川6　7区
ノく鷹沢き、⊆u2区

小原地区

薦川地区

越どi1∫地尽．

大鷹沢地区

場ム
π

校深

尺角ド都婆集会所

小原公民館

前川公民館

越河公民館

尺公民館

いづれも13時30分～14時受付

　　ワイル病予防接種
　ワイノレ病は致命率が高く、後遺

症もある恐ろしい病気です。今年

も「ねずみ」が多く発生し、危険

率も高くなっており田や川、堀な

どで作業中に皮膚などから感染す

る伝染病です。このワィル病を予

防するためワイル病予防接種を行

いますので接種されるようお知ら

せいたします。

〉対象者　16歳以上の市民

〉日時　7月17日、26日13時30分

　～14時

〉市健康センター

〉料金　無料

〉申込み　7月14日まで市健康セ

　ンター内衛生課または出張所、

　分室へ、問診書はその際交付し

　ます。初めての方は2回接種が

　必要です。

i国民年金i
　福祉年金定時届を忘れずに

　福祉年金では支給要件である、

生存の確認や、一定の所得がある

ときに停止される所得制限などに

ついて確認しています。

　その審査決定のため毎年一回「福

祉年金定時届」として福祉年金を

受けている人や、その配偶者、受

けている人を養っている扶養義務

者の方の前年中の所得額などを調

査するとともに、受給権者のみな

さんから国民年金証書を提出して

いただくことになっています。

　この結果については証書に記入

のうえ、後日通知されることにな

っております。

　従って8月11日以降郵便局で年

金の支払いを受けたときは、証書

を提出してください。

　なお、他の年金を受けている人

については、本年改正された年金

証書の（写〉も同時に提出してく

ださい。

i高山植物観察会i

　白石中央公民館、蔵王自然保、，隻お

協会では蔵王高山植物観察会を行し

いますのでご参加下さい。　　　ら

〉期日　7月8日　旧）雨天中止せ

〉場所南蔵王　　　　　　　板

〉コース　白石駅前8時30分神嶺

　まで定期バス利用　神嶺から京

　成ロッジまで公民館車利用、京

　成ロッジから弘法清水まで徒歩

〉経費　バス賃実費往復840円

　（各自購入のこと）

〉その他　各自昼食持参

〉申込み　白石中央公民館（盈6

　～2453）まで』

　　　　　　　　　　　　　　　1お
　白石市史編さん室iし

　　　　　　　　　　　　　　　b

　かねてご予約いただきました白せ

石市史全5巻のうち、第4巻配本板

分「第1巻通史」について、すで

に3月22日よ1）配本していますが

まだお受取1）に来ていない予約者

は至急市総務課（乱5－2111
内線323）までお受取りに来て

下さい。また、予約なさっていな

く購入希望の方も結構です。

〉頒布代金　1部5千円

駅
、
、
、
リ

肚
レ
ワ
．
ン
リ
ー
ヌ
　
プ
着
u

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
ゾ
ノ
ラ
マ

書
道
芸
術
　
全
2
0
■
巻
　
中
央
公
論
祉

シ
ョ
ー
ジ
君
の
一
日
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
さ
だ
お

ダ
メ
の
氏
　
　
　
　
　
山
本
夏
彦

食
卓
の
な
い
家
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
地
文
．
r

果
て
し
な
き
旅
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
　
康

　
子
ど
も
の
本

か
ち
ょ
う
の
ヘ
チ
ュ
一
一
ア
シ
リ
ー
ス

　
　
　
ロ
ー
ン
ヤ
ー
【
ア
ユ
よ
小
ア
ザ
レ

新
し
い
算
数
教
室

　
　
　
　
　
　
’
ン
ン
一
丁
ル
シ
ト
マ
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ハ
リ
ー
ン
ト
マ
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肌
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ラ
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ノ
ン
・
ン
ェ
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・
・
ン
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，
ほ
ら
ふ
き
探
偵
団

　
　
　
　
　
全
4
巻
　
　
村
上
義
入

日
本
史
の
目
　
全
即
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
え
ら
輩
旦
房

35押
ミ絵
リ1

一み
眼や
レ

フ流
シ1

央ゾズ小日3森　下平
　　西新冊下　紀井
論ラ六絹聞敬久富
祉マ巻甫社　一　雄雄

サ
ン
コ
礁
加
の
一
刈
話
ロ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
バ
レ
ト
・
テ
イ
ラ
ー

カ
ン
手
術
と
予
後
の
生
活
法

　
　
　
　
癌
研
病
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全
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全
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平
井
富
雄

家
庭
修
理
の
す
べ
て
　
松
下
紀
久
雄

自
然
食
に
よ
る
育
児
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
敬
一

い
ま
学
校
で
　
巾
学
佼
　
3
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
針

　F完（7）レロμ、く

経全全生トン教り

　　　　・文
　　ス法テテ化
　　　イイ研
　　　ララ究
　　　　I　l会

墓ひだ非百傍天東魂新S地　と　い行歳　観安一　北　に人　F
え　つ　こ老は　者門　の　メ生　百
ら　り∫、　ん年折　の事　　歴　　スrI甜　科

び前ののリ時件史はノ図
墓の花す返代　　い1鑑づよ1すし　 上らト
　ね　市め，【I」、　　　　　　な　　　フ
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　　1道路工事による一方通行i
　　：　　　　　　　　　　　1

　　国道に附随している側溝の改修

　歩道の新設工事により、工事期間

　中は何かとご不便をおかけいたし

おますがご協力をお願いします。

し〉工事区間　国道4号線中亘理町

ら　角の113号線交差、点1より白石

せ大橋間、延長425m
板＞工事期間昭和54年6月20～

　　10月末日まで

　〉車車両交通の方法（一方通行）

　　上り線（東京方面）は国道4号

　　線通行。

　　下リ線（仙台方面）は亘理町角

　　より左折しl　l3号線1小原道

　　路）を経て白石バイパス通行

　〉その他　工事期間中における諸
お
　　間題につきましては施行業者に
し
、　直接話さないで市の建設課（盈
り

　　5～2111内線240・24せ
　　3）に連絡して下さい。板

激空防除i
　　今年も水稲イモチ病の航空防除

　を実施いたします。農家以外の皆

　様には朝早くから騒々しくご迷惑

　をおかけいたしますが農家労働力

　の減少と食糧生産手段の不可欠の

お作業でありますのでご協力をお願

しいします。

ら　散布時間中は、散布地域周辺で

せ戸外に洗濯物、食物等を出さない

左反で下さい。井戸にはふたをして下

さい。又自動車に附着しますと落

にくいのですぐに、5、いて下さい。

　散布時間は午前5時～10時まで

天候によリ変更することがありま

す。

実施日程

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

7月10日（火）

7月21日仕1

8月2日（菊

8月13日〔月）

8月24日囲

i図　書　館1
　図書館では夏季開館時間を延長

いたします。

［＞期間　7月17日（火）～8月17日（金）

　土曜日を除く

〉時問　午前9時～午後6時まで
［＞｛木負官日　　7月16日（火）

　　　　　7月31日（火）

　　　　　8月15日休）

国際児童年記念

　　子どもの本の展示会

　幼いときから身についた読書の

習慣は正しいものの見方、考え方

を育て、みのりある豊かな人間性

をはぐくむものです。あなたの大

事なお子さんの心の成長を助け、

夢を育てる読み物について、良い

本を選び、たのしい読書をすすめ

る手掛りに、ぜひお出かけ下さい

〉期日　7月19日休）～7月21日仕）

〉時間　午前9時～午後5時まで

　但し土曜日は正午まで

〉展示内容　新刊書　伝記文学

　参考資料など約200冊

i税の窓口i
「源泉所得税の納付は

　　　　　　7月10日まで」

　給与の支狂、を受ける人が常時10

人未満の源泉徴収義務者は、次の

ように半年分ずつまとめて納付す

る「納期の特例」制度の適用が受

けられます。

（D　1月から6月までに支払った

　給与などから源泉徴収した所得

税額は7月10日

（2｝7月から12月までに支払った

給与　などから源泉徴収した所得

　税額は翌年1月IO日までに納付

　することになります。

二の特例を受けるための申請書は

いつでも税務署長に提出できます

からご利用ください。

　なお「納期の特例」を利用しな

い一・般の源泉徴収義務者は、その

月中に支紅、った給与などから源泉

徴収した所得税額を翌月10日まで

に納付することになっております。

するため白石電報電話局では孤立

防止用無線電話機〔有料）を設置

しておりますので、いざというと

きにお役立てください。

　なお、電話利用に当っては、防

災関係機関等の通話を優先して扱

い、場合によっては通話時間の制

限をさせていただく二ともありま

す。

　設置場所

　小原公民館

　越河公民館

　白川公民館

　　　　　　　　　　　　　　　し

　地震や風水害により電話が途絶り

　　　　　　　　　　　　　　　せ
したとき、特に急ぎの通話を確保
　　　　　　　　　　　　　　　板

　　白石電報電話局　お

iママさんテニス教室i

　白石庭球協会ではママさんテニ

ス（軟式）教室を開設中です。初め

ての方でもご自由にご参加下さい。

〉期間　9月末日までの毎週水、

金曜日（雨天中IL）

　午前　9時～11時

〉コート　市営テニスコーi・

〉参加資格

　制限はありません。

お
し
ら
せ
板

　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　市内居住者で年令にり

　　　　　　　　　　　　　　　せ

〉申込み方法　市営テニスコ＿ト板

　に直接お出下さい．

〉講師　白石庭球協会技術指導員

〉受講料　無料

　但し用具　コート借上料の経費

　に充てるため白石庭球協会にご

　加入いただきます（年会費千円）

［＞その他　テニスシューズを着用

　ラケソ1・は各自持参

〉お問合せは白石庭球協会下葉B

6～3040　岩山盈5～554
6まで

♂12



ッベルクリン反応検査BCG接種
　小児結核はB　C　Gをまだ接種していない小児に多く幼いお子さんほど

結核感染に対する抵抗力が弱く重症になりやすいといわれております。

地区毎に次の日程でツベルタリン反応検査とB　C　G接種を行いますので

この機会に接種して下さい

　　日時及び場所

　』ノリ、
鰯・き

保
甑
オ
訪 館

地　　区

白　　川

斎　　川

福　　岡

越　　河

大　　平

大鷹沢
白　　石

悔小　　原

噛ッベ’レクリン

注　　　　射

7月10日

7月10日

7月10日

7月11日

8月27日

8月27日

8月27日

8月28日

ツ反測定と
13CG接種
7月12日

7月12日

7月12日

7月13日

8月29日

8月29日

8月29日

8月30日

時 問

9　：　20～　　9　；　40

10　：　30～10　：　50

13　：　30～　14　：　00

9　：　30～　10　：　〔）0

9：20～9：40

10：00～10：20

13　：　00～　13　：　30

9：30～9：40

場　　所

白　川　中

斎　川　小

福　岡　中

越　河　小

大　平　小

大鷹沢小
健康センター

小　原　小

〉対象者

生後3ケ月から4歳未満でまだ一度もB　C　Gの接種をしていない乳幼児

［＞料　金無料

〉その他

　①母子手帳を持参して下さい

　②はしかの予防接種後1カ月以内の方及び3種混合、日本脳炎の予防接

　種後2週間以内の方は受けられません。

日

3

4

5

9
10

11

12

13

16

17

18

19

23

24

25

26

30

31

区　　　分

健康相談
妊　婦相　談

3カ月児健診

健康相　談

保健栄養教室

1歳6カ月児健診

3カ月児健診

精神衛生相談

健康相　談
保健栄養教室

室教婦妊

健康相談
6カ月児健診

健康相　談
3歳6ヵ尽児健診

健康相　談
12カ月児育児相談

6カ月児健診

健康相　談

受付時問
00U～009

12：40～12　：50

00U～039

〃

9：30～14；00

12：30時間厳守

05把『U421

～q
O

ラ
一

9　：30－11　：00

9：30－14：00

9130～11；00

12　；垂〔）～12＝50

9：30～11　：00

！2：30～13：00

00n［0りD9
9：50～10：00
13：00～13：10

12：40～12：50

9；30～11　：00

対象地区

越河地区

全地　区

大平地区

白川地区

全地　区

大鷹沢地区

小原地区

白石地区以外

斎川地区

全地区
福岡地区

全地区
白石地区

蔵王地区

不忘地区

場　　所

越河公民館

健康センター

〃

大平公民館

白川　公民館

健康センター

〃

大鷹沢公民館

小原公民館

健康センター

斎川公民館

健康センター

福岡公民館

健康センター

蔵王集会所

不忘分校

備　　考

54．3．14
54．4．5

応用コース

53．11

言量：茸：量

心の相談

基礎コース

54．1

51，1

53。7

54．1

　　　”　　　　　　　　　sげ・．「
　　　　　　　　　レ　！ノ

三種混合定期
　　　　　　予防接種

　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合）の定期予防接種（第一期）

をおこないます。この予防接種は

予防接種法に基づいて実施するジ

フテリア、百日咳と保叢者の不安

が著しい破傷風の予防接種を同時

におこなうものです。

1期日　7月6日
2場所と時間　白石市健康センタ

　ー　　13艮寺30分～14同寺30勇、

3料金無料
4接種するお子さん

　昭和51年10月1日～昭和52年3

月31日までの出生者

5その他　（1）問診票は必ず記載し

て当日持参して下さい。（2）母子手

帳も持参して下さい。（3）身体に異

常がある場合、接種前にかかりつ

けの医師の診断をうけるなどの処

置を取って下さい。（4）破傷風の接

種を希望しない場合、事前に市衛

生課までご連絡下さい。

佛日急愚当需薩

月日

1

8

15

22

29

内　　　科

広瀬医院
5～0288

巴　　医院

5～2410

加藤〔司1医院

5～2001

引地医院
5～2036

院
0

医
2

崎
2

　
～

柿
5

外 科

院
5

　
4

医
1

田
2

　
～

院
2

　
0

医
6

城
2

　
～

宮
5

刈田病院
5～2145

加藤（大1医院

6～2653

堤　　医院

5～l　l81

14


